
令和４年３月２４日 

区自治協議会提案事業 事業評価書 

東区自治協議会 

区 分 内  容 

テーマ・事業名 地域課題の解決に向けた調査研究【事業費予算  1,000 千円】 

事業目的・概要 
区民と協働し、東区の地域課題の解決やまちの活性化に取り組む。 
市民協働分野の地域課題の解決に寄与する事業を令和 4 年度に実施すること

を見据え、必要な調査研究等を行う。 

事業の実施実績 

実施回数、参加者数など 

 
市民協働分野を所管する第 1 部会では、「自治会・町内会の後継者不足」を調

査・研究のテーマに設定し、以下の事業を実施した。 
 
○ 東区の現状についての勉強会の開催 
  【開催日】令和 3年 5 月 14 日（金） 
  【内 容】自治会・町内会、コミ協の後継者不足をテーマとした勉強会 
  【講 師】市民協働課 
 
○ 自治会・町内会の活動内容に関するアンケート調査の実施 
  【調査対象】区内自治会・町内会長 263 名 
  【調査方法】会長宛てにアンケート用紙を送付し、郵送、メール等で回収

（223 名回答、回収率約 85%） 
  【調査期間】令和 3年 12 月 15 日から令和 4年 1 月 5日（22 日間） 
  【内  容】役員の任期、活動内容、運営上での課題など 
 
○ 自治会・町内会の活動内容に関するアンケート調査の報告書の作成 
  【内  容】自治会・町内会の活動内容に関するアンケート調査の集計・ 

分析（外部委託） 

事業の評価 

地域課題の抽出方法や

企画立案の評価 

事業の公益性・実効

性・効率性の評価など 

・地域課題の抽出や調査、研究のテーマの選定するにあたり、関係部署から区
の現状等を聞き取るととともに、グループに分かれてワークショップを複数
回実施した。委員一人ひとりが多くの意見を出すことができ、活発な議論を
経て、地域課題と調査・研究テーマの設定ができた。 

 
・アンケートを実施し、各自治会・町内長が意見を述べる場を設けたことで、
区内各自治会、町内会の活動状況だけでなく、東区自治協議会へ期待するも
のについても把握する機会となった。 

 
・報告書にまとめ、課題や傾向を見える化したことで、令和 4 年度に第 1部会
として取り組んでいく具体的な取組みを協議していくうえでの貴重な検討材
料とすることができた。 
 

備考  

あ  

【第 1部会】 



 

令和４年３月２４日 

区自治協議会提案事業 事業評価書 

東区自治協議会 

区 分 内  容 

テーマ・事業名 地域課題の解決に向けた調査研究【事業費予算  1,000 千円】 

事業目的・概要 
区民と協働し、東区の地域課題の解決やまちの活性化に取り組む。 
福祉・教育・文化分野の地域課題の解決に寄与する事業を令和 4 年度に実施

することを見据え、必要な調査研究等を行う。 

事業の実施実績 

実施回数、参加者数など 

 
福祉・教育・文化分野を所管する第 2 部会では、「地域の子どもの居場所支

援」を調査・研究のテーマに設定し、以下の事業を実施した。 
 
○ 子どもの育ちと地域の関わりに関する学習会の開催 
  【開催日】令和 3年 11 月 8日（月）13:30～15：00 
  【内 容】「子どもの育ちと地域の関わり」をテーマとした講演と意見交換  
  【講 師】新潟県立大学人間生活学部子ども学科 教授 小池 由佳 氏 
  【参加者】20 名 
 
○ 東区内子ども食堂運営者を対象としたアンケート調査 
  【調査対象】区内子ども食堂運営者 9 者 
  【調査方法】運営者あてにアンケート用紙を送付し、郵送またはメールで

回収（回収率 100%） 
  【調査期間】令和 3年 12 月 2日から 13 日（12 日間） 
  【内  容】活動状況、活動の特長と課題、活動の連携先など 
 
○ 東区内子ども食堂運営者を対象としたインタビュー調査  
  【調査対象】区内子ども食堂運営者 8 者 
  【調査方法】アンケート結果を踏まえ、自治協議会委員が運営者を訪問し、

聞き取り調査を実施 
  【調査期間】令和 3年 12 月 22 日から令和 4年 1 月 14 日 
  【内  容】運営上の困りごと、課題、うまくいっていること、今後の 
        活動の見通しなど 
    

事業の評価 

地域課題の抽出方法や

企画立案の評価 

事業の公益性・実効

性・効率性の評価など 

・地域課題の抽出や調査・研究テーマを設定するにあたり、関係部署から区の
現状等を聞き取るととともに、グループに分かれてワークショップを複数回
実施した。委員一人ひとりが多くの意見を出すことができ、活発な議論を経
て、地域課題と調査・研究テーマの設定ができた。 

 
・子どもの育ちと地域の関わりに関する学習会は、「地域の子どもは地域で育て
る」という意識についての理解を深めるために実施した。有識者の学術的見
解や本質的な意味などを学ぶことができ、有意義な学習会となった。参加し
た委員アンケートでも、「良かった」、「自治協議会活動の参考となった」との
評価が多数だった。 

 
・区内の子ども食堂運営者を対象としたアンケート及びインタビュー調査は、
委員が現場の声を直接聞き、運営者の課題認識やニーズなどを把握すること
ができ、令和 4 年度に実施する取り組みに向け有益なものであった。また、
アンケート及びインタビュー結果を運営者にフィードバックしたことで、運
営者間の情報共有の一助となったと評価できる。 

備考  

【第 2部会】 



令和４年３月２４日 

区自治協議会提案事業 事業評価書 

東区自治協議会 

区 分 内  容 

テーマ・事業名 地域課題の解決に向けた調査研究【事業費予算  1,000 千円】 

事業目的・概要 
区民と協働し、東区の地域課題の解決やまちの活性化に取り組む。 
産業・環境分野の地域課題の解決に寄与する事業を令和 4 年度に実施するこ

とを見据え、必要な調査研究等を行う。 

事業の実施実績 

実施回数、参加者数など 

産業・環境分野を所管する第 3 部会では、「公共空間・施設の活用」を調査・
研究のテーマに設定し、以下の事業を実施した。 
 
○ 東区の現状についての勉強会 
  【開催日】令和 3年 5 月 13 日（木） 
  【内 容】東区の公共交通（区バス）についての説明 
  【講 師】東区役所地域課 
 
○ 東区の現状及び事例についての勉強会 
  【開催日】令和 3年 11 月 11 日（木） 
  【内 容】①公園に関する基礎情報の説明（講師：東区役所建設課） 

②公園活用事例の説明（講師：公園水辺課） 
   
○ 区バス新車両の試乗会及び次年度事業の実施予定地視察 
  【開催日】令和 3年 12 月 11 日（土） 
  【内 容】令和 3年 10 月 1日より運行を開始した松崎ルートの新車両に 

ついて、第 3 部会委員を対象とした試乗会を開催した。 
あわせて、令和 4 年度に新規の区づくり事業（賑わいまち 
づくりプロジェクト）を予定している日本海フェリー 
ターミナル脇の現場を視察した。 

事業の評価 

地域課題の抽出方法や

企画立案の評価 

事業の公益性・実効

性・効率性の評価など 

・地域課題の抽出や調査・研究テーマを設定するにあたり、関係部署から区の
現状等を聞き取るととともに、グループに分かれてワークショップを複数回
実施した。委員一人ひとりが多くの意見を出すことができ、活発な議論を経
て、地域課題と調査・研究テーマの設定ができた。 

 
 関係部署による説明という机上での勉強会にとどまらず、実際に次年度事業 
 を参考として現場視察を行ったことは、令和 4年度に実施する事業案検討に 
 も有効であると評価できる。 
 
・区バス新車両の試乗会では、運行ルートの一部を走行することにより、乗客
の立場で乗り心地等を確認することができた。また、車いすでの乗降体験を
行うことにより、車いす利用者の視点で区バス利用時の安全対策等を確認し
考えることに繋がった。 

備考  

あ  

【第 3部会】 


